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2025年 9月 29日 

各 位 

会 社 名      セレンディップ・ホールディングス株式会社 

代表者名      代表取締役社長兼 CEO 竹内 在 

 （コード：7318 グロース市場） 

問合せ先      取締役 CFO 北村 隆史 

 （TEL．052－222－5306） 

 

よくある質問と回答 公開のお知らせ 

 

セレンディップ・ホールディングス株式会社（本社：愛知県名古屋市中区、代表取締役社長兼 CEO 

竹内 在 以下、当社）は、株主・投資家の皆様への情報発信の強化及びフェアディスクロージャーの

観点から、頂戴した主要なご質問とその回答について、下記の通り、開示させていただきます。 

回答内容については、時点のずれによって多少の齟齬が生じる可能性がありますが、直近の回答内

容を最新の当社方針として回答を記載しております。 
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当社は株式の希薄化を抑えるため、LBO ローンやメザニンなど複数の資金調達手段を組み合わせ、自己資金の流

出を最小化しています。さらに CMS でグループ内現預金を効率的に運用することで投資余力を創出し、エクイティファ

イナンスの実施を劣後させております。 

 

 

当社の最大の強みは、「現場改善と経営変革を通じ、R＆D で成長を実現する」点にあります。 

当社の人材は金融出身者ではなく、コンサルティングや事業会社の経験を持つ人材が中心です。製造業が本来持

つ技術力を引き出しつつ、経営面や生産性向上をしっかりサポートしています。 

内部人材のリスキリング（再教育）にも注力しており、経営者や技術者が継続的に成長できる仕組み（蓄積され

たノウハウ）を整えています。このような体制は簡単には真似できない当社独自の競争優位性です。 

さらに、グループ化した会社は基本的に業績改善が進んでおり、当社のプラットフォームを活用することで、成長と収

益性の両立が実現されています。 

 

Q１：エクイティファイナンスの可能性はありますか？ 

Q2：他社には負けない競争優位性について 
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当社は米国への直接輸出を行っておらず、影響は極めて限定的です。日本車の販売減少リスクはありますが、売上

全体への影響は軽微と考えています。 

一般的に、自動車メーカー（OEM）が米国に完成車を輸出している場合には影響が及ぶ可能性があります。しか

し、当社は Tier1・Tier2（※1）の立場で部品を提供しており、国内生産台数が維持される限り大きな影響は想定

していません。もちろん、販売が大幅に落ち込み生産調整が行われる場合はリスクがありますが、現時点ではそのような

状況には至っていません。 

※1 Tier1・Tier2：自動車メーカーに部品を供給する一次・二次下請け企業を指します。 

 

M＆A による業績取り込みには遅効性があります。例えば、１Q に子会社化された場合、デューデリジェンス費用や

仲介費用、資金調達手数料等、M＆A 関連費用が発生するため、２Q の営業利益を一時的に押し下げます。しか

し、３Ｑ以降に本格的に業績が取り込まれるため、３Q 以降は増益効果が見込まれます。 

サーテックカリヤの場合、下の図のとおり、年間業績のうち約半分が３Q から本格的に取り込まれることになります。 

 

■参考：「2025 年 3 月期通期 決算説明会資料（2025 年６月２日開示）」19 ページ 

 

M&A に関する詳細情報はインサイダー規制の関係で公表できない部分が多いですが、当社のパイプラインは年間

200 件以上と非常に潤沢です。 

過去の M&A 実績（エクセル・グループ、サーテックカリヤ等）やこれまでの評価を踏まえ、当社を指名しての案件も

増えています。売上規模 100 億円以上の案件紹介も増加しており、これは当社の実績と信頼が評価されている証し

です。 

現在は自動車業界の案件が多いですが、特定業界に絞っているわけではなく、飛び地の案件も含めて幅広く検討し

ています。 

以上 

 

Q３：関税の影響はありますか？ 

Q４：今期グループ化したサーテックカリヤの業績取り込みタイミングについて 

Q5：今後の M＆A について 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/7318/tdnet/2632044/00.pdf

